
付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２４年度 計

円 円 円 円 円 円

5,211,150 5,211,150

交付金額 3,500,000 3,500,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　築城飛行場関連公共用施設（消防に関する施設：東矢留地区防火水槽）整備事業

　行橋市

　行橋市大字矢留１０１７番２号

　防火水槽を設置する東矢留地区は、当市の南部に位置し、同地区の消防水
利は、水道整備がされておらず、ため池や農業用水に依存しており、季節に
よって枯渇し十分な水利確保がされていない状況にある。
このことから防火水槽を設置し、消防水利の確保を図るとともに地域住民の
不安を払拭し築城飛行場の安定的使用に寄与させるものである。

　防火水槽　Ⅰ型　４０ｔ　１基

　平成２４年度

　無

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　防火水槽新設工事が完了したことで、地域住民の安全確保にも寄与するこ
とができた。



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２４年度 計

円 円 円 円 円 円

8,925,000 8,925,000

交付金額 8,500,000 8,500,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：塵芥車）整備事業

行橋市

行橋市東大橋５丁目２６番１号

 行橋市所有のごみ収集車が老朽化し、ごみ収集業務に影響があったた
め、作業効率の向上及び安全性の確保を図るため、車両の更新を実施
したものである。
　交付金で事業を実施することにより、地域住民の生活基盤の整備を
図るとともに、築城飛行場の安定的使用に寄与させるものである。

塵芥車（パッカー式3.0トン車）購入　１台

平成２４年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

塵芥車の購入により、地域住民の生活環境の改善に寄与することができた。

無



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度 計

円 円 円 円 円 円

4,346,000 4,346,000

交付金額 4,346,000 4,346,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　平成24年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　用水路が整備されたことで、地域住民から「用水路からの取水及
び管理が容易になった」との意見が寄せられており、地域住民の利
便の増進が図れた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　無

　実施設計　一式
　水路改良　延長Ｌ＝143.22ｍ

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設 ： 稲童
下地区水路）整備事業

　行橋市

　福岡県行橋市大字稲童

　水路利用の地域住民より、現在、水路が土水路で未整備であるこ
とから、安定した取水量が見込めないこと。又、降雨時に法面が崩
壊するため、管理面が容易でないことから、農作業にも影響すると
して、工事の要望があり、当市において工事時期を検討したとこ
ろ、早急に水路整備を実施する必要があると判断し、工事を実施し
たものである。
　調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の生活基
盤の整備を図るとともに、築城飛行場の安定的使用に寄与させるも
のである。



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度 計

円 円 円 円 円 円

2,005,000 2,005,000

交付金額 2,005,000 2,005,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　築城飛行場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設 ： 畠田池水
門  改修工事）整備事業

　行橋市

　福岡県行橋市大字道場寺

　ため池管理者より、現在、水門の油漏れが発生し作動不能であること
から、安定した取水量が見込めないこと。管理面が容易でないことか
ら、農作業にも影響するとして、工事の要望があり、当市において工事
時期を検討したところ、早急に水門整備を実施する必要があると判断
し、工事を実施したものである。
　調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の生活基盤の
整備を図るとともに、築城飛行場の安定的使用に寄与させるものであ
る。

　無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　改修工事　小型水門N=1.0基

　平成24年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　水門が整備されたことで、地域住民から「ため池からの取水及び管理
が容易になった」との意見が寄せられており、地域住民の利便の増進が
図れた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度
25年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

13,955,150 6,600,000 20,555,150

交付金額 13,915,000 5,900,000 19,815,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　平成24年度から平成25年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　工事が完了していないことから、具体的な成果及び評価はできない
が、今年度工事に対しても地元の理解が円滑に図れた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　無

実施設計　一式　・　排水路改良工事　Ｌ＝105.5ｍ（平成２４年度）
排水路改良工事　Ｌ＝50.8ｍ（平成２５年度）

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（交通施設：新田原駅前団地15号線）整備
事業

　行橋市

　福岡県行橋市大字道場寺

　市道新田原駅前団地15号線の地域住民より、降雨時に排水路から道路
面に溢水すること、又、一部民地内を通過するため、管理上不都合な面
があることから工事の要望があり、当市において工事時期を検討したと
ころ、早急に水路整備を実施する必要があると判断し、工事を実施した
ものである。
　調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の生活基盤の
整備を図るとともに、築城飛行場の安定的使用に寄与させるものであ
る。



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度
25年度
予定

26年度
予定

27年度
予定

28年度
以降予定

計

円 円 円 円 円 円

8,287,000 6,300,000 7,000,000 13,000,000 37,933,000 72,520,000

交付金額 8,287,000 6,300,000 7,000,000 12,000,000 33,313,000 66,900,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　平成24年度から平成30年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　工事が完了していないことから、具体的な成果及び評価はできない
が、地元説明会を実施し、設計の計画・内容に対しても地元の理解が得
られた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　無

　実施設計　一式（平成２４年度）
  用地買収・補償　用地買収Ａ＝1,700㎡　補償　１式　(平成２５,２６年度)
  改良工事　延長Ｌ＝450ｍ、幅員Ｗ＝5.0ｍ（平成２７年度以降）

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（交通施設：九衛門・前田線）整備事業

　行橋市

　福岡県行橋市大字稲童

　市道九衛門・前田線は、道路幅員が平均W=2.0m程度と狭く車両同士の
離合が困難であるため、地域住民より拡幅の要望が上がっている。
　当市において工事時期を検討したところ、早急に拡幅を実施する必要
があると判断し、当該工事に係る実施設計を実施したものである。
　次年度以降、当該実施設計を基に、調整交付金事業で工事を実施する
ことにより、地域住民の生活基盤の整備を図るとともに、築城飛行場の
安定的使用に寄与させるものである。



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

23年度 24年度 計

円 円 円 円 円 円

9,897,000 6,491,000 16,388,000

交付金額 9,897,000 6,491,000 16,388,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　実施設計　一式・用地買収　A=877.79㎡（平成23年度）
　農道改良　延長L=150m、幅員W=4m（平成24年度）

　平成23年度から平成24年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　周辺地権者より「以前より大型機械の進入が容易になった」との意見
が寄せられた。従って、農道が整備されたことで、農業生産の増大と農
業経営の安定に寄与することができた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　築城飛行場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設 ： 平島地区
農道  改良工事）整備事業

　行橋市

　福岡県行橋市泉中央６丁目

　本地区は農道がなく、周辺地権者や区長より、農道を整備して欲しい
との要望があり、当市において工事時期を検討したところ、早急に整備
を実施する必要があると判断し、農道整備を実施したものである。
　調整交付金事業で農道を整備することにより、大型機械の進入を容易
にし、農業生産の増大と農業経営の安定を図るとともに、築城飛行場の
安定的使用に寄与させるものである。



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度
25年度
予定

26年度
予定

27年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

2,352,000 3,000,000 5,000,000 5,000,000 15,352,000

交付金額 2,352,000 3,000,000 5,000,000 5,000,000 15,352,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　築城飛行場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設 ： 畠田池水
路  実施設計）整備事業

　行橋市

　福岡県行橋市大字東徳永

　ため池管理者より、現在、導水路が土水路で未整備であることから、
安定した取水量が見込めないこと。又、降雨時に法面が崩壊するため、
管理面が容易でないことから、農作業にも影響するとして、工事の要望
があり、当市において工事時期を検討したところ、早急に水路整備を実
施する必要があると判断し、当該工事に係る実施設計を実施したもので
ある。
　次年度以降、当該実施設計を基に、調整交付金事業で工事を実施する
ことにより、地域住民の生活基盤の整備を図るとともに、築城飛行場の
安定的使用に寄与させるものである。

　無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　実施設計　一式（平成24年度）
　改良工事　延長L=137.0m（平成25～27年度）

　平成24年度から平成27年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　工事が完了していないことから、具体的な成果及び評価はできない
が、設計の内容に対しても地元の理解が円滑に図れた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

23年度 24年度 計

円 円 円 円 円 円

4,480,000 3,617,000 8,097,000

交付金額 4,480,000 3,617,000 8,097,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　築城飛行場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設 ： 稲童出
屋・稲童下地区水路  改良工事）整備事業

　行橋市

　福岡県行橋市大字稲童

　水路利用の地域住民より、現在、水路が土水路で未整備であることか
ら、安定した取水量が見込めないこと。又、降雨時に法面が崩壊するた
め、管理面が容易でないことから、農作業にも影響するとして、工事の
要望があり、当市において工事時期を検討したところ、早急に水路整備
を実施する必要があると判断し、工事を実施したものである。
　調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の生活基盤の
整備を図るとともに、築城飛行場の安定的使用に寄与させるものであ
る。

　無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　実施設計　一式（平成23年度）
　水路改良　延長L=280.6m（稲童出屋L=194.5m､稲童下L=86.1m）（平成
24年度）

　平成23年度から平成24年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　用水路が整備されたことで、地域住民から「用水路からの取水及び管
理が容易になった」との意見が寄せられており、地域住民の利便の増進
が図れた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度
25年度
予定

26年度
予定

27年度
予定

28年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

6,440,000 10,000,000 16,000,000 16,000,000 16,000,000 64,440,000

交付金額 6,440,000 10,000,000 16,000,000 15,000,000 15,000,000 62,440,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　平成24年度から平成28年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　工事が完了していないことから、具体的な成果及び評価はできないが、設計
の内容に対しても地元の理解が円滑に図れた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　無

実施設計　一式　（平成２４年度）
用地買収・補償　（平成２５年度）
改良工事　延長Ｌ＝360ｍ、幅員Ｗ＝5.0ｍ（平成２６年度以降）

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（交通施設：東徳永5号線）整備事業

　行橋市

　福岡県行橋市大字東徳永

　市道東徳永5号線の地域住民より、幅員が狭隘により車両同士の離合が困難なことか
ら、道路幅員を拡幅して欲しいとの要望があり、当市において工事時期を検討したと
ころ、早急に拡幅を実施する必要があると判断し、当該工事に係る実施設計を実施し
たものである。
　次年度以降、当該実施設計を基に、調整交付金事業で工事を実施することにより、
地域住民の生活基盤の整備を図るとともに、築城飛行場の安定的使用に寄与させるも
のである。



付紙様式

補 助 事 業 名 　築城飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：防犯灯）整備事業

補 助 事 業 者 名 　行橋市

実 施 場 所 　行橋市　仲津校区ほか

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容 　防犯灯設置・取替工事（設置５０灯、取替９２灯）

補助事業の始期及び終期 　昭和５１年度から平成２７年度まで

２３年度
まで

２４年度
２５年度
予定

２６年度
予定

２７年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

84,742,000 6,589,800 7,500,000 7,500,000 7,500,000 113,831,800

交付金額 84,086,000 6,500,000 6,500,000 6,500,000 6,500,000 110,086,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　新設箇所については、設置により、危険箇所が減り、防犯及び交通等
の安全に寄与している。取替についても、以前に比べ明るくなったこと
により、見通しがよくなり安全性が向上するとともに、省電力化により
地元自治会の電気代負担の軽減に役立っている。

　市内各自治会からの要望に基づき防犯灯を設置し、夜間の防犯及び交
通等の安全の向上に資するため。また、既設の蛍光灯の防犯灯をLED照
明に取り替えることにより、安全能力の向上とともに省電力化を図る。
調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の生活基盤の整
備を図るとともに、築城飛行場の安定的使用に寄与させるものである。



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

23年度
まで

24年度 25年度
予定

26年度
予定

計

円 円 円 円 円

30,665,000 11,311,150 12,000,000 12,000,000 65,976,150

交付金額 30,665,000 11,238,000 11,000,000 11,000,000 63,903,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

測量設計委託業務　延長Ｌ＝510.0ｍ（平成２０年度）
用地・補償委託　　面積Ａ＝800.0㎡（平成２１年度）
改良工事　延長Ｌ＝194.3ｍ、幅員Ｗ＝5.0ｍ（平成２３年度まで）
改良工事　延長Ｌ＝105.7ｍ、幅員Ｗ＝5.0ｍ（平成２４年度）
改良工事　延長Ｌ＝210.0ｍ、幅員Ｗ＝5.0ｍ（平成２５～２６年度予定）

　平成20年度から平成26年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　全区間の工事は未完了であるが、一部区間において、道路改良が実施さ
れたことから、地域住民より「以前より走行性が改善された」との意見が
寄せられた。従って、これら交通施設の一部が改善されたことで、地域住
民の生活環境の改善に一定の寄与することができた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　市道井無田・岩崎線の地域住民より、幅員が狭隘により車両同士の離合
が困難なことから、道路幅員を拡幅して欲しいとの要望があり、当市にお
いて工事時期を検討したところ、早急に拡幅を実施する必要があると判断
し、改良工事を実施したものである。
　調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の生活基盤の整
備を図るとともに、築城飛行場の安定的使用に寄与させるものである。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　築城飛行場関連公共用施設（交通施設：井無田・岩崎線）整備事業

行橋市

福岡県行橋市大字稲童



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

23年度
24年度 25年度

予定
26年度
予定

27年度以
降
予定

計

円 円 円 円 円 円

10,180,000 16,853,600 15,000,000 15,000,000 40,147,000 97,180,600

交付金額 9,000,000 16,195,000 13,500,000 13,500,000 35,805,000 88,000,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　市道カシヤ･原田線の地域住民より、本路線の側溝及び舗装が老朽化して
おり安全走行に支障を来しているため改良要望があり、工事時期を検討し
たところ、早急に改良を実施する必要があると判断し、改良工事を実施し
たものである。
　調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の生活基盤の整
備を図るとともに、築城飛行場の安定的使用に寄与させるものである。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　築城飛行場関連公共用施設（交通施設：カシヤ･原田線）整備事業

行橋市

福岡県行橋市東泉五丁目

　無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　測量設計委託業務　延長Ｌ＝1340.0ｍ（平成２３年度）
　改良工事　延長Ｌ＝298.9ｍ、幅員Ｗ＝5.0ｍ（平成２４年度）
　改良工事　延長Ｌ＝1041.1ｍ、幅員Ｗ＝5.0ｍ（平成２５～２８年度）

　平成23年度から平成28年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　全区間の工事は未完了であるが、一部区間において、道路改良が実施さ
れたことから、地域住民より「以前より走行性が改善された」との意見が
寄せられた。従って、これら交通施設の一部が改善されたことで、地域住
民の生活環境の改善に一定の寄与することができた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

23年度
まで

24年度 25年度
予定

26年度
予定

27年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

21,360,000 12,140,250 10,000,000 10,000,000 8,000,000 61,500,250

交付金額 21,276,000 11,925,000 9,000,000 9,000,000 7,200,000 58,401,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

測量設計委託業務　延長Ｌ＝300.0ｍ（平成２２～２３年度）
用地・補償委託　　面積Ａ＝729.51㎡（平成２３年度）
用地・補償委託　　面積Ａ＝ 70.49㎡（平成２４年度）
改良工事　延長Ｌ＝85.2ｍ、幅員Ｗ＝5.0ｍ（平成２４年度）
改良工事　延長Ｌ＝232.0ｍ、幅員Ｗ＝5.0ｍ（平成２５～２７年度予定）

　平成22年度から平成27年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　全区間の工事は未完了であるが、一部区間において、道路改良が実施さ
れたことから、地域住民より「以前より走行性が改善された」との意見が
寄せられた。従って、これら交通施設の一部が改善されたことで、地域住
民の生活環境の改善に一定の寄与することができた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　市道国道10号・東徳永線の地域住民より、幅員が狭隘により車両同士の
離合が困難なことから、道路幅員を拡幅して欲しいとの要望があり、当市
において工事時期を検討したところ、早急に拡幅を実施する必要があると
判断し、改良工事を実施したものである。
　調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の生活基盤の整
備を図るとともに、築城飛行場の安定的使用に寄与させるものである。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（交通施設：国道10号・東徳永線　道路改
良）整備事業

行橋市

福岡県行橋市大字道場寺



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度
25年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

4,762,000 13,200,000 17,962,000

交付金額 4,762,000 13,200,000 17,962,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　築城飛行場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設 ： 平島２地
区農道  実施設計）整備事業

　行橋市

　福岡県行橋市泉中央６丁目

　本地区は農道がなく、周辺地権者や区長より、農道を整備して欲しい
との要望があり、当市において工事時期を検討したところ、早急に整備
を実施する必要があると判断し、当該農道整備に係る実施設計を実施し
たものである。
　次年度以降、当該実施設計を基に、調整交付金事業で農道を整備する
ことにより、大型機械の進入を容易にし、農業生産の増大と農業経営の
安定を図るとともに、築城飛行場の安定的使用に寄与させるものであ
る。

　無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　実施設計　一式（平成24年度）
　用地買収　A=979.97㎡・改良工事　延長L=246.7m（平成25年度）

　平成24年度から平成25年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　農道整備が完了していないことから、具体的な成果及び評価はできな
いが、設計の内容に対しても地元の理解が円滑に図れた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

23年度 24年度
25年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

3,501,000 2,154,000 11,660,000 17,315,000

交付金額 3,501,000 2,154,000 10,680,000 16,335,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　築城飛行場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設 ： 長井３地
区農道  用地）整備事業

　行橋市

　福岡県行橋市大字長井

　周辺地権者や区長より、幅員が狭隘により車両同士の離合が困難なこ
とから、道路幅員を拡幅して欲しいとの要望があり、当市において工事
時期を検討したところ、早急に拡幅を実施する必要があると判断し、当
該工事に係る用地補償を実施したものである。
　次年度以降、調整交付金事業で工事を実施することにより、大型機械
の進入を容易にし、農業生産の増大と農業経営の安定を図るとともに、
築城飛行場の安定的使用に寄与させるものである。

　無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

実施設計　一式（平成23年度）
用地買収　A=377.77㎡（平成24年度）
用地買収　A=358.15㎡・改良工事　延長L=275.0m、幅員W=4.0m（平成25
年度）

　平成23年度から平成25年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　工事が完了していないことから、具体的な成果及び評価はできない
が、用地取得に対しても地元の理解が円滑に図れた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名 行橋市

実 施 場 所 福岡県行橋市

補 助 事 業 の 目 的

乗用草刈機　１台

自走式木材破砕機　１台

補助事業の始期及び終期 平成２４年度

２４年度 計

円 円

6,334,807 6,334,807

交付金額 4,900,000 4,900,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

補 助 事 業 の 内 容

事　　　業　　　評　　　価　　　書

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

本事業は、行橋市内の公有地等の草刈りを効率的に実施するた
め、乗用草刈機を購入したものである。
また、剪定ごみや海岸に漂着した木材は、現在、処分場に搬入し
ているが、これらのごみを破砕し公有地等に散布することで、ご
み処理料の軽減と、公有地草刈等の管理費削減を目的として自走
式木材破砕機を購入したものである。
交付金により事業を実施することにより、地域の環境衛生の改善
を図るとともに、築城飛行場の安定的使用に寄与させるものであ
る。

乗用草刈機及び木材破砕機を導入したことで、効率的かつ経済的
に地域の環境衛生の改善に寄与することが出来た。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

築城飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：乗用草刈機外１）
整備事業



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度
25年度
予定

26年度
予定

27年度
予定

28年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

123,028,000 12,000,000 24,000,000 255,150,000 170,100,000 584,278,000

交付金額 74,485,000 0 18,000,000 190,800,000 127,200,000 410,485,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

　築城飛行場関連公共用施設（教育文化施設：文化施設用地購入）
　整備事業

　行橋市

　福岡県行橋市大橋三丁目４７３番１

　中心市街地に文化施設の整備を行い、生涯学習の拠点としての場所の
提供及び地域活性化に寄与する。次年度以降、調整交付金事業で工事を
実施することにより、地域の文化施設の整備を図るとともに、築城飛行
場の安定的使用に寄与させるものである。

用地購入  Ａ＝3,220.63㎡（平成２４年度）
基本設計（平成２５年度単独事業）
実施設計・建設工事（平成２６年度～平成２８年度）

　平成24年度から平成28年度

　工事が完了していないことから、具体的な成果及び評価はできない
が、用地取得に対しても地元の理解が円滑に図れた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　無


